「コンドル」 という、 これ はつ まらない 映画であった 

が、 然し、 そのな かで、 墜落事故で 瀕死の 飛行士が、 

これから 死ぬ から、 みんな 別室へ 行って くれ、 死ぬ と 

ころ を 見られたくない から、 という 場面が あって、 身 

に つまされた ことがあった。 

もっとも、 人 は 病気に なリ 高熱に なやむ ときには、 

幻覚と 孤独 感に 苦しめられ、 非常に 人が なつかしくな 

る もので、 病床の 身辺に 誰か、 V いて 起きて いて くれな 

いと 夜な ど 寂寥 に 息 絶 ゆる 苦悶 を 覚える もので あるか 

ら、 凡愚の 私が 死 床で 孤独で ありうる 勇気が あるの か 

はかりが たいけれ ども、 身辺の 人の ほかに、 死ぬ とこ 



ろな ど、 見て いて もらって はやり きれない。 

人間 は 生きて いるう ちが 全て、 V ある。 社会人と して 

の 共同生活 でも、 生きて いる 人の ために は、 色々 と は 

かりたい が、 死んで しまえば、 もう 無、 これ はもう、 

生きた 生活と はか ゝ わりがない。 

友人 同志で も、 生きて いる うちこ そ、 色々 と 助け合 

い、 励まし 合う ことが 大切で、 死後の 葬式の 盛儀 を 祈 

るな どゝ いう ことに、 私 は 関心 を 持ちたい と は 思わな 

ヽ o 

レ 

私自身 は、 私自身の 死後の 名声な どゝ いう こと は考 

えて いないの である。 然し、 それ は 仕事 をソ マツに す 



私が 人の 葬儀に 出席 しないと いうの は、 こだわる か 

らで なく、 全然 そんな ことが 念頭に ないから で、 吾 関 

せず、 それだけの ことにす ぎない。 

もっとも、 法要と いうよう な もの は、 ひとつの たの 

しい 酒席と いう 意味で、 よろしい と 思って いる。 

私の 死後で も、 後始末が 終っての ちに、 知友に 集つ 

て もらって、 盛大に 飲んで もらって、 私が 化けて でて 

酩酊す る ことができる ぐらい ドン チャン 騒ぎ を やら か 

して 貰う の は、 これ は 空想しても、 たのしい。 

私 は 家人 (これ は 女房ではなくて、 愛人で ある) に 

言い渡して あるので ある。 私が 死んだら、 あなた 一 人 
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